
参加申込 メール (staff@komatsuelec.co.jp) もしくは FAX(050-3161-3846) にてご連絡ください。
お問い合わせ先 : 小松電機産業株式会社  TEL(050-3161-2490)

1914 年 7月 28 日から1918 年 11月11日にかけて、連合国（イギリス・フランス・ロシア・日本など）
対中央同盟国（ドイツ帝国・オーストリア＝ハンガリー帝国・オスマン帝国・ブルガリア王国）の戦闘に
より繰り広げられた第一次世界大戦。日本で初めてベートヴェンの「交響曲第9番」が全曲演奏されたのは、
鳴門市の板東俘虜収容所内でドイツ兵捕虜によって、1918 年 6月1日にアジアで初めて演奏された。

ベートヴェン交響曲第９番

竹島の日について
明治38(1905) 年 2月22日、日露戦争の最中に政府の閣議決定を受け、島根県知事より竹島の島根県編入が告示された。
100 年後の2005 年島根県議会が｢編入100周年｣を期して「竹島の日」条例を可決した。これにより日韓関係の対立問題が起こっている。

２０１９年２月 16 日 ( 土 )

シ ン ポ ジ ウ ム 開 催

小泉純一郎元首相 講演
■（午後）13:00 ～ 16:00

松江の複数のお店でレセプション■（夜）

■（午前） 9:00 ～ 12:00
小松社長講演
パネルディスカッション (4 名 )
小松電機産業 表彰式

2016 年 2 月
企画：小松昭夫
制作：故　寺戸良信

イギリス
フランス
インド
パキスタン
北朝鮮
イスラエル

アメリカ合衆国
ロシア連邦
中華人民共和国

三大
核大国

＊準核保有国

核保有国

（核燃料と技術を持ち、
核兵器開発が可能な国）
日本国
韓国
台湾
カナダ
スイス
トルコ
イタリア
オランダ
ベルギー

ギリシャ共和国
ミャンマー
イラン
シリア
ドイツ
スウェーデン
ブラジル
アルゼンチン

核大国の結節点にある
朝鮮半島と日本列島
核保有を宣言した国で、核を放棄した
国はありません。日本、韓国が米国の
「核の傘」の中にいる以上、北朝鮮が
世界で初めて核を放棄するには、日本・
韓国とともに人類の歴史に対し責任を
果たすという、シナリオが必要です。

水爆水爆
水爆水爆 水爆水爆

国民国連構想

中国でも・・・オーストリアではイップさんがオーストリアではイップさんがオランダではロレマさんがオランダではロレマさんが

ヨーロッパで私たちも一緒に…
ロシアでも・・・ アメリカでも・・・

2008年9月、北京で発表

2015年12月、
北京で『和の文化研究会』
設立に関する提案書発表

日本で生まれ、中国で始まった
「和の文化」の理念と実践の研究
今、ここからすぐ始めよう！

1945年のヤルタ会談で合意
された第二次世界大戦勝国の
五カ国を常任理事国とし、
世界平和と加盟国の持続的国
益を確保するための調整の場

現代平和学を用い、各国の国民の
立場を生かし、対等で論理的に議
論することを条件に、共感の場を
つくり、対立・統合・発展を繰り返
す新しい「和の文化」を生み出す場

関連書籍

2018 年

（土）日月11 24 太陽ホール（小松電機産業内）  
開場 :12:30 ～

16:00 ～記念撮影 
16:10閉　　会 

14:45 ～

13:40 ～開式挨拶

「第一次世界大戦終結から 100 周年を迎え、戦後の平和とは」
イップ常子氏 1973年ウィーン大学に留学。1974年に結婚し、3人の子供たち家族と5人の孫たちに囲まれウィーン在住45年。

2001 年オーストリア公認国家ガイド資格取得。オーストリアと日本の懸け橋として、主に相互の文化交流イベン
トをはじめ、オーストリア国内、ドイツ、チェコ、ハンガリー、スロバキア、スロベニア、クロアチアなど近隣
国への観光案内、通訳に従事。2009年ロングステイ・オーストリア社設立。2010年～ 2017年までオーストリア・
ウィーンに関する講演を日本各地で 80 回以上開催。

13:45 ～講　　演

小松電機産業・人間自然科学研究所 活動のあゆみ、出雲から陽が昇る、中国新書出版発表披露
13:00 ～動画上映

h t t p : / / w w w . k o m a t s u e l e c . c o . j p h t t p : / / w w w . h n s . g r . j p

座 談 会 小松昭夫、イップ常子、小林忠夫、石倉憲昭、磯江公博
中村 新一郎、佐野馨、小松泰夫、佐藤京子、交易場修、魏亜玲
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内外情勢調査会会報誌 11 月号　小松社長インタビュー

3 月 21 日「日本と再生」映画上映・ズットナー像出発式チラシ

2018 年 2 月 23 日日本海新聞磯江さんコラム「脱原発エネルギー時代」

2018 年 6 月 15 日朝日新聞掲載「イノベーション政策　政府は主導より対処を」

2018 年 7 月 28 日山陰中央新報掲載「原子力政策に住民意思を　オーフス条約知って」

2018 年 8 月 2 日山陰中央新報掲載「3 号機はダツ原発記念碑に」

島根大学小林教授「出雲神話と医薬・看護」プレゼンテーション

第九の聖地徳島
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日本最大・世界最新鋭

島根原発防災センター・県庁・市役所・松江市街地は 8km、人間自然科学研究所は 12km 圏内

3 号炉を動かさず 千年の観光資源に
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■若手経営者 20 名で「知革塾」開塾

■周藤彌兵衛シンポジウム開催

■日本最大の中国庭園「燕趙園」に孔子・孟子像を建立

■中国山東省東栄市から贈呈されて孫子像を燕趙園に建立

■人間自然科学研究所設立
■郷土の偉人を顕彰する出版活動「一村一志」運動を開始
■第 1 回神有月縁結び世界大会開催

■中国山東省棗荘・台児荘大戦記念館で中国側 3000 人
　日本側 40 人で孔子・孟子・周藤彌兵衛翁・清原太兵衛翁
　の銅像完成出発式を行う
■日中英対訳「論語」出版

■燕趙園に西王母と八仙人大理石像を紹介建立
■平和環境健康特別区申請シンポジウム開催
■韓国・釜山市庁国際会議場で公園
■出雲大社で神有月和譲平和フォーラム開催

■韓国独立記念館訪問、日本人として初めて献花、寄付
■第 2 回神有月縁結び世界大会開催

■中国南京記念館訪問、献花
■ハワイ・アリゾナ記念館、真珠湾攻撃記念式出席、献花

■第 6 回国際平和博物館会議、京都・広島開催協賛
　松江で出雲和譲フォーラム開催

■「中国古典名言録」「竹島＝独島問題入門」出版記念講演
■混迷の時代 出雲から陽が昇るシンポジウム開催

■「朝鮮半島と日本列島の使命」出版
■アジア太平洋平和研究学会で講演

■オランダ・ハーグ「カーネギー平和宮 100 周年」記念事業
　「世界平和事業家 20 人」に小松理事長が選ばれ式典に出席

■オーストリア・ウィーンでベルタ・フォン・ズットナー
　没後 100 周年記念事業で平和大賞を受賞
　ズットナー像をウィーン平和記念館に半年間展示・寄付
■松江市八雲町に周藤彌兵衛翁像仮設建立
■八雲立つ出雲から陽が昇るシンポジウム開催

■「日英対訳 悠久の河」「天略」「島根核発電所」出版
■八雲立つ出雲から陽が昇るシンポジウム開催
■中国・学苑出版社より「対立から共生へ」出版

■ベルタ・フォン・ズットナー像が韓国へ出発
■書籍島根核発電所を無料電子書籍化
■島根ものづくりフェアにおいてはタイ王国工業省産業振興局
　のパヌワット様一行を迎え、小松社長発案で島根原発問題と
　大橋川改修問題について約 6000 名の来場者に向け発信
■日中友好条約締結 40 周年紀念にあわせ中国・東方出版社から
　「一隅を守り千里を照らす 小松昭夫の経営の道」と「経営理念
　手帳」を出版

■島根原子力発電所国際プロジェクト構想発表・座談会開催
■ハワイ・アリゾナ記念館訪問、献花、寄付
■国際二戦 80 周年博物館長フォーラムで
　構想・提言を磯江公博監事が代読
■韓国・ハルバート博士 68 周忌追悼式で尹熙竣代表理事が代読
■八雲立つ出雲から陽が昇るシンポジウム開催

■大韓赤十字社を通じて朝鮮民主主義人民共和国へ食料支援

■第 3 回神有月縁結び世界大会開催

■中国人民抗日戦争記念館訪問・献花
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イノベーション 新結合
I n n o v a t i o n

哲学 技術フィロソフィー メカニカルアート
P h i l o s o p h y Mechanical Art

イタリアのルネサンス期を代表する芸術家。
音楽、建築、数学、幾何学、解剖学、生理学、
動植物学、天文学、気象学、地質学、地理学、
物理学、光学、力学、土木工学など様々な
分野に顕著な業績と手稿を残した。
科学的創造力の面では、ヘリコプターや戦
車の概念化、太陽エネルギーや計算機の理
論、二重船殻構造の研究、さらには初歩の
プレートテクトニクス理論も理解しており、
人類史上最も多才な人物であると考えられ
ている。

中国戦国時代に興った思想家集団「墨家」
の始祖。
諸子百家の一つとされ博愛主義（兼愛交利）
を説き、その独特の思想に基づいて、武装
防御集団として各地の守城戦で活躍した。
墨子が九回に亘って楚の攻撃から宋の城を
守り通したという故事から、古い習慣や自
説を頑なに守ることを「墨守」というように
なった。

江戸時代後期から明治時代初期の日本の哲
学者、教育家、啓蒙思想家、幕臣、官僚。
石見国津和野藩（現、島根県津和野町）の
御典医の家柄、漢学の素養を身につける他、
天保 12 年 (1841 年 ) に藩校・養老館で蘭
学を学んだ。
明治 6 年 (1873 年 ) 福沢諭吉らと共に明六
社を結成し、啓蒙家として西洋哲学の翻訳・
紹介等、近代思想を広く普及させた。また

「philosophy= 哲学」「Mechanical Art= 技
術」など多くの哲学・科学関係の訳語を考
案した。森鴎外は従甥にあたる。

二宮尊徳翁が生まれる 50 年前に治水を成
し遂げた偉人。
日吉村（現・松江市八雲町）を流れ、洪水
を繰返す暴れ川であった意宇川を、56 歳
にして一念発起し、岩山の剣山を切り抜き、
川の流れを変える工事に取りかかった。
42 年後、97 歳にして「日吉切通し」を完
成させ、意宇川の流れを変えることに成功
した。
102 歳で大往生をとげた。

レオナルド ･ ダ ･ ヴィンチ 墨 子

西 周 周藤 彌兵衞

 （1452 ～ 1519） （紀元前 470 ～ 390）

（1829 ～ 1897） （1650 ～ 1752）

日本は ( 昭和 20年 )8 月 15 日を終戦記念日と定めました。
来年は平成から新しい年号に変わります。人類の戦争を終わりにすることを国是と定め、その日を
人類の終戦記念日にすべく、その先駆けを島根・鳥取・沖縄が務めることをここに提言します。

日本国民は、正当に選挙された国会における代表者を通じて行動し、われらとわれらの子孫のために、諸国民との協和
による成果と、わが国全土にわたつて自由のもたらす恵沢を確保し、政府の行為によつて再び戦争の惨禍が起ることの
ないやうにすることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する。そもそも国政は、国民
の厳粛な信託によるものであつて、その権威は国民に由来し、その権力は国民の代表者がこれを行使し、その福利は国
民がこれを享受する。これは人類普遍の原理であり、この憲法は、かかる原理に基くものである。われらは、これに反
する一切の憲法、法令及び詔勅を排除する。

日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであつて、平和を愛する諸
国民の公正と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した。われらは、平和を維持し、専制と隷従、
圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。われらは、
全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有することを確認する。

われらは、いづれの国家も、自国のことのみに専念して他国を無視してはならないのであつて、政治道徳の法則は、普
遍的なものであり、この法則に従ふことは、自国の主権を維持し、他国と対等関係に立たうとする各国の責務であると
信ずる。

日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげてこの崇高な理想と目的を達成することを誓ふ。

日本国憲法 前文
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原子力発電が安全ならもっと電力を消費する
都市部の中心に設置しないのですか

ノーベル物理学賞受賞者は語る。
「科学者から見れば、原発は商業ベースに乗っていない技術です」

島根原発防災センター・県庁・市役所・松江市街地は 8km、人間自然科学研究所は 12km 圏内

定 価 / ￥4,500- ( 税別 )　　発行日 / 2015 年 9 月 2 日

書籍はホームページから無料でご覧いただけます
右の QR コードからホームページをご覧頂けます

著 者 / 山本　謙　　編 集 / 古浦　義己　　企 画 / 小松　昭夫

　ニュークリアプラント (Nuclear Plant) を直訳すれば核プラントとなり核爆弾が連想されます。政府はメディアを通じて、安全平和を連想す
る原子力発電所と呼ぶよう誘導し今日に至っています。(2015 年 4 月 19 日毎日新聞掲載、共同通信 村上春樹氏インタビュー参照 )。
　国連を表すユナイテッドネイション (United Nations) を直訳すれば、日本が枢軸国として戦った連合国になります。朝鮮戦争中に結ばれた
サンフランシスコ講和条約の発効 (1952 年 ) により独立した後、東西冷戦が深刻化するなか “ 連合国加盟 ” 活動を、“ 国連加盟による国際社
会復帰 ” と言い換え、国民に抵抗がないよう誘導されました。日本は 1956 年、80 番めに加盟しましたが、今でも敵国として位置づけられて
います。
　こうした言い換え文化による集団の誤謬が、世論が理解できない本質的な国際摩擦の原因になるおそれが高まっています。
　明治の日本は和魂洋才ではなく、脱亜入欧を選択し、欧米の技術を短期間で吸収、アジアで最も早く産業革命を成し遂げました。しかし本
質の追求と、論理的な議論を避ける、受け身の文化が蔓延し、近隣諸国との軋轢の遠因にもなっています。
　松江の文化を「日本の面影」と捉え、初めて近代日本を西洋に伝えた小泉八雲は、日清戦争の勝利を祝う提灯行列を見て、国民が傲慢になっ
ていく姿を感じ取り、未来の悲惨を案じ、開かれた精神「オープンマインド」の重要性を指摘しています。
　その後、国内外に惨禍をもたらす軍国主義が蔓延、戦争の時代が続き原爆投下を経て、1945 年 8 月 15 日無条件降伏しました。東西冷戦下、
繁栄の時代もありましたが、2011 年 3 月、閉塞感が漂う中、東日本大震災と福島原発事故が起きました。4 年を経た今でも、崩壊した核燃
料を回収する見通しが立たず、住民避難、広範囲に及ぶ健康不安など困難な状態が続いています。
　大国間の緊張と日本をめぐる歴史問題が深刻化する極東において、日本が世界に果たす役割を模索するなか、本年は特に憲法と、原子力発
電所のあり方が活発に議論されています。東洋のベニスとも称される国際文化観光都市、県庁所在地松江市は福島原発事故を契機に、原発国
産 1 号、普及機の 2 号、日本最大出力の 3 号の、3 機の 15 キロ圏内にある現実を認識せざるを得ません。こうした状況のなか松江城が、神
魂神社、出雲大社に続き、島根県で三つ目の国宝建造物に指定されました。
　原爆投下を命令したトルーマン大統領は、原子力を「太陽から引き出された力」と発表しました。宍道湖の夕日が美しいこの街で、人類が
つくった「三つの太陽」は停止しています。歴史は、太陽が沈んだ夜に作られるといいます。出雲は南方・北方・大陸・半島からの出会いを
生かし、悠久の昔から困難な状況を受け止め、新たな価値を創造する縁結びの地といわれています。
　2015 年は戦後 70 年の節目にあたります。本書は「悠久の河　須藤彌兵衛翁物語 ( 村尾靖子著 )」と同じく 9 月 2 日に発行しました。この日を、
アメリカ、ロシアなどでは、第 2 次世界大戦の対日戦勝記念日 (V-JDay) と呼び、中国は翌日の 9 月 3 日を「抗日戦争勝利記念日」としました。
いまこそ八雲立つ出雲でラフカディオ・ハーンの精神を蘇らせ、共感、対立、統合、発展が循環する「新しい和の文化」を生みだし、地方創
生の先駆けを務めようではありませんか。

2015 年 8 月 15 日 
一般財団法人　人間自然科学研究所 
理事長　小松　昭夫

発刊にあたって
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*** ⽇本の戦争 ***

⽂責︓ 有川晴彦

1890 教育勅語（明治23年）

1894 【⽇清戦争】（明治27年）
1895 下関条約と三国⼲渉 

・韓国をめぐる争いが発端
 ・⽇本が勝利して清国（満⼈）は莫⼤な賠償⾦を

・台湾が⽇本領に

1900 義和団の乱で⽇本含む列強の軍隊が中国駐屯開始
1902 ⽇英同盟 （〜1923）

1904 【⽇露戦争】（明治37年）
1905 ポーツマス条約

 ・義和団の乱以降、ロシア軍は満州（今の中国y東北部）に駐屯。次は韓国を…
・ロシアの⽇本海側の都市ウラジオストクは「東を征服せよ」が語源
・⽇英同盟でイギリスが⽇本を⽀援︓ 武器供与と軍事顧問（参考ep43）

特に⽇本海海戦の英国海軍の⽀援は絶⼤。
なぜ、英国は⽇本をそこまで⽀援したか︖

 ・⽇本もロシアも、この戦争でたいへん疲弊した
 （⽇露双⽅に、国際⾦融資本が⽀援。その⽭盾する⽬的は︖）

・⽇本はロシアより、南樺太と満州租借権を獲得（参考ep44）
（これが後の戦争の遠因となる）

 1905 例︓ 桂・ハリマン協定を⽇本側が⼀⽅的に破棄（参考ep45）
1910 韓国併合 （⽇本の植⺠地なのか︖）

1914 【第⼀次⼤戦】（⼤正３年〜1918）
1919 パリ講和会議

 ・⽇英同盟のもと⽇本も出兵。中国⼭東省などでドイツに勝利し権益を拡⼤
1922 ワシントン会議 

1923 ⽇英同盟終了 
 1924 排⽇移⺠法がアメリカで成⽴

1928 ドイツから中国に武器輸出と軍事顧問
 1929 世界的経済不況（当時⽇本ではアメリカ型⾃由主義経済が⼀般的）

1930 ロンドン海軍軍縮会議
 

1931 【満州事変】（昭和6年9⽉）
    11⽉ 中国共産党が対⽇宣戦布告 

  （背景） 当時、満州（今の中国東北地⽅）は、政治的な空⽩地帯
 （満州は万⾥⻑城の北にあり、もともと中国ではない） 

  （背景） ソ連も満州を⻁視眈々と狙う （⽇露戦争前はロシアが実際進出してい
た）

  （背景） ⾟亥⾰命以前の孫⽂と⽇本との密約とは何か

《中国王朝の推移》
   隋 → 唐 → 五代⼗国

→ 宋 → ⾦ → 南宋
→ 元 → 明 → 清

 上記で、⾦と清は満州からの、
 元はモンゴルからの侵略王朝 

1616 ⻑城の北から満⼈が侵略
    明を滅ぼし、清を建国
1637 朝鮮、清に服属

ラフォコンス（明の末裔）の暗躍
（⽇本の公卿Ｎ家との間柄）
（⽇本からゴールドの流出）

1840 阿⽚戦争

1911 孫⽂の尽⼒で⾟亥⾰命 
   宋⽒三姉妹は重要︓

 宋靄齢・宋慶齢・宋美齢 
1912 清国（満⼈）滅亡

     中華⺠国（漢⼈）建国
     その後、国⺠党政府

    中独合作開始 
     （ドイツが中国を援助）

1917 ロシア⾰命

1919 コミンテルン結成
↓⽀援 

 1921 中国共産党が誕⽣
    ⽑沢東が主導 

1922 共産主義国家・
 ソビエト連邦誕⽣

1924 第⼀次国共合作

1925 蒋介⽯が国⺠党の実権を
1937 第⼆次国共合作 

世界縁結びの地
健康寿命の聖地を目指して
飛行機・観光列車ネットワーク

隠岐ユネスコ世界ジオパーク
山陰海岸ジオパーク
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（清王朝はもともと満州⼈であり、中国への侵略者） 
 ・⽇本陸軍の関東軍が柳条湖事件をきっかけに軍事⾏動開始。（主導︓⽯原莞爾）

・満州国が建国される。皇帝は清国（満⼈）の廃帝・溥儀（ふぎ）
 ・⽇本⼈・漢⼈・朝鮮⼈・満洲⼈・蒙古⼈による「五族協和」を掲げた。

1933 ⽇本が国際連盟脱退（これで軍備増強に専念可能）
 1936 ⼆�⼆六事件（神々の軍隊―三島由紀夫、あるいは国際⾦融資本の闇） 

1937 【⽇中戦争（⽀那事変）】（昭和12年）
   （正式に宣戦布告＝戦争となったのは⽇⽶戦争開始後）←重要︕

  『 ⽇中戦争 － 戦争を望んだ中国、望まなかった⽇本』
   （PHP） 北村 稔 ・ 林 思雲 (共著) 
  07/07 盧溝橋事件

 （誰が夜間演習中の⽇本軍、国⺠党軍に銃弾を放ったか）
（いったん事態は収まり不拡⼤⽅向に。ところが…）

   07/29 通州事件（⽇本⼈居留⺠が数百名虐殺される︓ 体験談） 
   08/13 第⼆次上海事変のため、戦局は拡⼤（中国側が仕掛けた点に注意）

（必⾒︕︓ 当時のニューヨークタイムズ記事） 
   同年12⽉ 南京事件について︓ 資料１ ・ 資料２ ・ 資料３

 1938 国家総動員法成⽴→40年体制 （戦後の⽇本型資本主義の原型）
     11⽉に「東亜新秩序」声明 ⇒ 翌年2⽉国⺠党に⽶から2500万ドル

1939 1⽉ アメリカが通商条約破棄を通告（翌年条約失効）
    9⽉ ドイツがポーランド侵攻

1940 6⽉ ドイツがパリを陥落。⽇本ではゾルゲ事件発覚。（⽇本南進決定）
    9⽉ ⽇独伊三国同盟

     「⼤東亜共栄圏」構想 ⇒ 翌年、国⺠党に⽶１億ドル・英１千万ポンド
    対⽇禁輸のABCD包囲網が進⾏、在⽶⽇本資産凍結⽅向へ
1941 4⽉ ⽇ソ中⽴条約

     6⽉ ドイツがソ連に侵攻、世界⼤戦へ
     7⽉ 南部仏印（現在ベトナム）進駐（by 海軍第⼀委員会の決定）

    8⽉ 対⽇⽯油全⾯禁輸
 空⺟百隻建造計画がアメリカ議会で承認

    11⽉ ハル・ノート を対⽇最後通牒と解釈

1941 【太平洋戦争（⼤東亜戦争）】（昭和16年）
    12⽉8⽇ 真珠湾攻撃 ⼤勝利

 10⽇ マレー沖海戦⼤勝利（英戦艦プリンス・オブ・ウェールズ撃沈）

  『操られたルーズベルト ― ⼤統領に戦争を仕掛けさせた者は誰か』
カーチス・B. ドール (著), ⾺野 周⼆ (翻訳)

 ・⽇⽶戦争開戦時戦⼒⽐較 （空⺟１０︓３、どちらが⽇本︖）
 ・真珠湾の真実・第８章抜粋（出典︓ 真珠湾の真実 ― ルーズベルト欺瞞の⽇々）

（真珠湾の半年前からアメリカは空⺟百艦建造計画を実⾏︕…つまり︖）
真珠湾攻撃ビデオ︓

http://www.kyoto.zaq.ne.jp/ark/_video/PearlHarvor.wmv
    （もし第⼆波の攻撃があったら︖）

ハワイ国王の訪⽇ビデオ︓
http://www.kyoto.zaq.ne.jp/ark/_video/HawaiJapan.wmv

     （国王の望みはハワイ解放。ではこの時どうすれば︖）
 ・⼤東亜戦争敗因の検証・序（出典︓ ⼤東亜戦争「敗因」の検証―「帝国海軍善⽟論」の虚像）

（陸軍暗号は解読不可能だったが、海軍暗号は殆ど解読されていた。なぜ︖）

↑⽀援
 1938〜 ⽶英仏の援蒋ルート 

ルーズベルトアメリカ⼤統領の
ニューディール政策

1940 汪兆銘が南京に親⽇政府

中国は戦後、国⺠党と共産党の内戦
1949 中華⼈⺠共和国建国

     中国共産党（⽑沢東）政府
     国⺠党（蒋介⽯）は台湾逃亡

★推薦図書︓

『侵略の世界史』

『⾚い楯 』 抜粋copy

『⽇中戦争』

『操られたルーズベルト』 

『真珠湾の真実』 

『⼤東亜戦争「敗因」の検証』 
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1942 蘭領東印（現インドネシア）を10⽇で占領するなど各地で⼤勝利
    6⽉5⽇ ミッドウエー海戦で⼤敗北

     8⽉8⽇ 第⼀次ソロモン海戦で⼤勝利、ところが輸送船団を放置
   10⽉13⽇ ガダルカナル⽶⾶⾏場を艦砲射撃（中途半端︕な攻撃）

  10⽉26⽇ 南太平洋海戦。⽶稼動空⺟がゼロに︕
   12⽉31⽇ ガダルカナル島撤退決定 （ガ島⽶⾶⾏場が主因）

1943 4⽉ ⼭本五⼗六⻑官戦死
     5⽉ アッツ島の⽇本軍が初の「⽟砕」

    9⽉ イタリア降伏
 1944 6⽉ マリアナ沖海戦で⼤敗北（⽇本空⺟9→6、⽶空⺟15）

     ７・8⽉ サイパン・グアム島を⽶軍が制圧（⽇本本⼟空襲が可能へ）
    10⽉ レイテ沖海戦で初の神⾵特攻 （⽇本空⺟4→0、⽶空⺟35→32）

1945 2⽉ 硫⻩島に⽶軍上陸（⽶空⺟百隻建造計画は順調）
    3⽉10⽇ 東京⼤空襲 
    3⽉13⽇ ⼤阪⼤空襲

     3⽉26⽇ 沖縄戦開始（〜6⽉23⽇）
    5⽉9⽇ ドイツ降伏

     7⽉26⽇ ポツダム宣⾔ （⽇本「軍」の無条件降伏を勧告） 
    8⽉6⽇ 広島に原爆（ウラン型）

     8⽉9⽇ ソ連が中⽴条約を破り侵攻開始
 ⻑崎に原爆（プルトニュウム型）

15⽇ 終戦 （⽟⾳放送）
     9⽉2⽇ 戦艦ミズーリで降伏調印 

 （占領軍GHQの最⾼司令官はマッカーサー）

1946 東京裁判 （パール判事だけが⽇本⼈被告の全員無罪を主張）
     1951年マッカーサーの証⾔︓「⽇本の戦争は“⽣存”のためだった」

 戦後、欧⽶の植⺠地のほとんどが、アジアを中⼼に独⽴を果たす
 ※ 欧⽶の植⺠地と、⽇本の台湾・韓国統治との相違点を考えてみよう

 ※ 植⺠地権益の多くを失った欧⽶⽀配層は、⽇本をどのように思っただろう︖
 ※ ⼤戦に「⾟勝」して⽇本を占領後、彼らは⽇本をどう変えようとしただろう︖

戦後〜1956 シベリア抑留（70万⼈以上の⽇本兵捕虜がソ連で強制労働させられた）
1950〜1953 朝鮮戦争

 1951 サンフランシスコ講和条約（⽇本の主権回復）
1957 中国帰還者連絡会結成

 1965〜1975  ベトナム戦争

参考資料︓ 世界史年表
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    8⽉6⽇ 広島に原爆（ウラン型）

     8⽉9⽇ ソ連が中⽴条約を破り侵攻開始
 ⻑崎に原爆（プルトニュウム型）

15⽇ 終戦 （⽟⾳放送）
     9⽉2⽇ 戦艦ミズーリで降伏調印 

 （占領軍GHQの最⾼司令官はマッカーサー）

1946 東京裁判 （パール判事だけが⽇本⼈被告の全員無罪を主張）
     1951年マッカーサーの証⾔︓「⽇本の戦争は“⽣存”のためだった」

 戦後、欧⽶の植⺠地のほとんどが、アジアを中⼼に独⽴を果たす
 ※ 欧⽶の植⺠地と、⽇本の台湾・韓国統治との相違点を考えてみよう

 ※ 植⺠地権益の多くを失った欧⽶⽀配層は、⽇本をどのように思っただろう︖
 ※ ⼤戦に「⾟勝」して⽇本を占領後、彼らは⽇本をどう変えようとしただろう︖

戦後〜1956 シベリア抑留（70万⼈以上の⽇本兵捕虜がソ連で強制労働させられた）
1950〜1953 朝鮮戦争

 1951 サンフランシスコ講和条約（⽇本の主権回復）
1957 中国帰還者連絡会結成

 1965〜1975  ベトナム戦争

参考資料︓ 世界史年表



10

（
松
江
市
八
雲
町
日
吉
）

（
松
江
市
八
雲
町
日
吉
）

写
真
は
現
在
の
剣
山
切
通
し

写
真
は
現
在
の
剣
山
切
通
し

剣
山
原
形

剣
山
原
形

削
岩
範
囲

削
岩
範
囲

周
藤

彌
兵

衛
周

藤
彌

兵
衛

1650
～

1752 / 松
江

市
八

雲
町

1650
～

1752 / 松
江

市
八

雲
町

古
代

医
学

の
発

祥
地

古
代

医
学

の
発

祥
地

意
宇

＝
於

宇
＝

鳥
兜

（
ト

リ
カ

ブ
ト

）
意

宇
＝

於
宇

＝
鳥

兜
（

ト
リ

カ
ブ

ト
）

「
意
宇
」
は
毒
草
鳥
兜
（
ト
リ
カ
ブ
ト
）
の
古
代
名
「
於
宇
」
と
重
な
る
。

漢
方
で
極
め
て
重
要
な
薬
草
ト
リ
カ
ブ
ト
、
先
進
バ
イ
オ
技
術
を
用
い
て

猛
毒
か
ら
薬
に
し
た
ハ
イ
テ
ク
医
薬
人
集
団
が
い
た
こ
と
か
ら
「
意
宇
郡
」

と
名
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
意
宇
」
は
毒
草
鳥
兜
（
ト
リ
カ
ブ
ト
）
の
古
代
名
「
於
宇
」
と
重
な
る
。

漢
方
で
極
め
て
重
要
な
薬
草
ト
リ
カ
ブ
ト
、
先
進
バ
イ
オ
技
術
を
用
い
て

猛
毒
か
ら
薬
に
し
た
ハ
イ
テ
ク
医
薬
人
集
団
が
い
た
こ
と
か
ら
「
意
宇
郡
」

と
名
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

差
込
用
紙
サ
イ
ズ
　
274×

200

中
国

最
古

の
王

朝
「

夏
」　

二
里

頭
宮

殿
で

行
わ

れ
た

宮
廷

儀
礼

熊
野

大
社

松
江

市
八

雲
町

出
雲

市
大

社
町

出
雲

市
大

社
町

南
京

大
虐

殺
記

念
館

訪
問

・
献

花
南

京
大

虐
殺

記
念

館
訪

問
・

献
花

荒
神

谷
遺

跡
出

土
品

島
根
県
松
江
市
八
雲
町
に
あ
る
神
社
　
火
の
発
祥
の
神
社
と
し
て

「
日
本
火
出
初
之
社
」（
ひ
の
も
と
ひ
で
ぞ
め
の
や
し
ろ
）
と
も
呼

ば
れ
、
出
雲
大
社
と
共
に
出
雲
国
一
宮
で
あ
る
。

1984
年
銅
剣
358
本
、
1985

年
7m
離
れ
た
地

点
で
銅
鐸
6
個
、
銅
矛
16
本
の
青
銅
器
が
出
土
、

1998
年
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

38
名
の
第
7
回
中
国
訪
問
団
を
結
成
し
、
南
京
大
虐
殺
記
念
館

を
訪
問
、
犠
牲
者
を
追
悼
、
献
花
。
中
華
人
民
共
和
国
駐
日
本
国

大
使
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
中
国
国
営
放
送
中
央
電
視
台
で
3
回

に
わ
た
り
放
送
さ
れ
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
等
、
大
き
な
反
響
が

あ
っ
た
。

中
国

棗
荘

 台
児

荘
大

戦
記

念
館

訪
問

・
献

花
・

寄
附

・
銅

像
制

作
中

国
棗

荘
 台

児
荘

大
戦

記
念

館
訪

問
・

献
花

・
寄

附
・

銅
像

制
作

国
民
党
と
共
産
党
の
国
共
合
作
の
地
「
棗
荘
・
台
児
荘
」
で
孔
子
、
孟
子
、

郷
土
の
治
水
の
偉
人
・
周
藤
弥
兵
衛
翁
、
清
原
太
兵
衛
翁
の
４
体
の
銅
像
を

製
作
。
中
国
山
東
省
政
府
の
絶
大
な
る
支
援
に
よ
り
中
国
側
3000名

、
日

本
側
40名

の
参
加
者
で
、
日
本
国
島
根
県
松
江
市
へ
銅
像
出
発
、
2003年

鳥
取
県
に
あ
る
日
本
一
の
中
国
庭
園
「
燕
趙
園
」
へ
孔
子
、
孟
子
像
建
立
。

そ
の
後
2006年

西
王
母
と
八
仙
人
像
、
2007年

孫
子
像
建
立
。

鑽
火
殿

鑽
火
殿

本
殿
・
拝
殿

本
殿
・
拝
殿

銅
鐸
銅
鐸

銅
剣
銅
剣

銅
矛

銅
矛

h
ttp

s
://w

w
w

.h
n

s
.g

r.jp
/

右
記
の
QRコ

ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

56
歳
一
念
発
起
、
堅
い
安
山
岩
の
剣
山
を
ノ
ミ
と
槌
で
切
り
崩
し
97
歳
「
剣
山
切
通
し
」
完
成
、
意
宇
川
の
流
れ
を
変
え
洪
水
か
ら
村
を

救
い
102
歳
大
往
生
。
陸
軍
松
江
六
三
連
隊
を
含
む
日
本
軍
と
中
国
軍
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
国
共
合
作
の
激
戦
地（
中
国
山
東
省
台
児
荘
）

で
米
国
製
青
銅
で
銅
像
制
作
。
2014

年
8月
1日
水
の
日
に
戦
地
に
赴
く
若
者
を
見
送
っ
た
イ
ザ
ナ
ミ
御
陵
前
に
建
立
。

真
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
初
ま
る

270×
280×

170(cm
)

2002
年

9
月

2005
年

9
月
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2016年
2月

企
画
：
小
松
昭
夫

制
作
：
故
　
寺
戸
良
信

差
込
用
紙
サ
イ
ズ
　
274×

200

イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
ン
ス

イ
ン
ド

パ
キ
ス
タ
ン

北
朝
鮮

イ
ス
ラ
エ
ル

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ロ
シ
ア
連
邦

中
華
人
民
共
和
国

三
大

核
大
国

＊
準
核
保
有
国

核
保
有
国

（
核
燃
料
と
技
術
を
持
ち
、

核
兵
器
開
発
が
可
能
な
国
）

日
本
国

韓
国

台
湾

カ
ナ
ダ

ス
イ
ス

ト
ル
コ

イタ
リ
ア

オ
ラ
ン
ダ

ベ
ル
ギ
ー

ギ
リ
シ
ャ
共
和
国

ミ
ャン
マ
ー

イ
ラ
ン

シ
リ
ア

ド
イ
ツ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ブ
ラ
ジ
ル

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

中
国

で
の

出
版

発
表

会
に

向
け

書
籍

添
付

資
料

と
し

て
作

っ
た

本
資

料
の

内
面

に
書

か
れ

る
、

中
国

・
ロ

シ
ア

・
ア

メ
リ

カ
の

首
相

が
水

爆
の

玉
を

持
つ

イ
メ

ー
ジ

イ
ラ

ス
ト

に
つ

い
て

、
東

方
出

版
社

よ
り

習
近

平
主

席
を

イ
ラ

ス
ト

化
す

る
こ

と
は

や
め

て
ほ

し
い

と
話

が
あ

り
、

日
本

か
ら

印
刷

し
て

持
参

す
る

資
料

は
、

中
国

・
ロ

シ
ア

・
ア

メ
リ

カ
の

首
相

イ
ラ

ス
ト

を
や

め
核

保
有

国
を

大
き

く
レ

イ
ア

ウ
ト

し
ま

し
た

。

ユ
ヴ

ァ
ル

・
ノ

ア
・

ハ
ラ

リ
全

世
界

800
万

部
突

破
「

サ
ピ

エ
ン

ス
全

史
」

の
著

者
が

描
く

衝
撃

の
未

来
！

書
評

1976
年

生
ま

れ
の

イ
ス

ラ
エ

ル
人

歴
史

学
者

。
オ

ッ
ク

ス
フ

ォ
ー

ド
大

学
で

中
世

史
、

軍
事

史
を

専
攻

し
て

博
士

号
を

取
得

し
、

現
在

、
エ

ル
サ

レ
ム

の
ヘ

ブ
ラ

イ
大

学
で

歴
史

学
を

教
え

て
い

る
。

軍
事

史
や

中
世

騎
士

文
化

に
つ

い
て

の
著

書
が

あ
る

。
オ

ン
ラ

イ
ン

上
で

の
無

料
講

義
も

行
な

い
、

多
く

の
受

講
者

を
獲

得
し

て
い

る
。

著
書

『
サ

ピ
エ

ン
ス

全
史

』
は

世
界

的
な

ベ
ス

ト
セ

ラ
ー

と
な

っ
た

。

「
ハ

ラ
リ

の
新

著
は

『
サ

ピ
エ

ン
ス

全
史

』
同

様
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
ン

グ
で

面
白

い
。『

サ
ピ

エ
ン

ス
全

史
』

の
よ

う
に

過
去

を
振

り
返

る
と

い
う

よ
り

も
、

未
来

を
見

据
え

て
い

る
。

著
者

の
主

張
の

す
べ

て
に

同
意

で
き

る
わ

け
で

は
な

い
が

、
彼

は
人

類
に

と
っ

て
何

が
待

ち
受

け
て

い
る

の
か

、
思

慮
深

い
考

察
を

著
し

て
い

る
」

ビ
ル

・
ゲ

イ
ツ

（
マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

創
業

者
）

http://w
w

w
.kaw

ade.co.jp/hom
o-deus/

他
多

く
の

著
名

人
か

ら
推

薦
さ

れ
て

い
ま

す
。

詳
し

く
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
御

覧
く

だ
さ

い
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＜第一部＞
13：00　開場
13：30　上映

3月21日
くにびきメッセ
13：30 ～ 17：00

小ホール

春分の日
水

場  所

時  間

500円
高校生以下無料
介助者１名無料参加料

＜第二部＞
15：20　講演「自然エネルギーの現状と展望」
16：00　講演「八雲立つ日本・出雲から未来を拓く」
＜第三部＞
ベルタ・フォン・ズットナー像出発式

世界を駆動
させるのは

、

あふれる自
然の力！

地球をひと回
りして自然エ

ネルギーの活
況を見に行こ

う。

メインストリ
ームはすでに

原発でも化石
燃料でもない

現実を！

太陽、風、地熱、バイオマス etc. よくよく見れば、日本は資源大国！

地域も経済も再生させる作戦を開始しよう⸺。

発注：カーネギー財団
制作：イングリッド・ロレマ
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問い合わせ先：人間自然科学研究所 八雲志人館　交易場（こうえきば）　080－3008－6808
主催　一般財団法人 人間自然科学研究所　／　協賛　島根原発・エネルギー問題県民連絡会

1944 年島根県八雲村（現松江市八雲町）生まれ。
佐藤造機勤務を経て 1973 年創業。空間価値を
生み出す「happy gate 門番」、ＩｏＴ・クラウド
の先駆け、水の総合管理システム「やくも水神」、

「対立から共生の文化へ」の転換が生まれる平
和事業 ( 人間自然科学研究所 ) の３事業に取り
組む。

1952 年鳥取県羽合町（現湯梨浜町）生まれ。
青年海外協力隊入隊（モロッコ）、羽合町町会
議員、羽合町助役を経て、現在、株式会社エナ
テクスで太陽光発電事業（追尾型太陽光発電の
全国展開）に取り組む。

小松   昭夫
こまつ　あきお

小松電機産業株式会社代表取締役
一般財団法人 人間自然科学研究所理事長

株式会社エナテクス常務取締役境港支社長
磯江   公博

講演者プロフィール
いそえ　きみひろ

第二部 第三部

参加申し込み メール（staff@komatsuelec.co.jp）もしくは FAX（050-3161-3846）まで返信願います。
氏名 住所または団体名 電話番号 メールアドレス

出雲から朝鮮半島へ！
女性初のノーベル平和賞受賞者・第一次世界大戦前の
ベストセラー小説『武器を捨てよ』の作者ズットナー
の胸像（日蘭共同制作）が、「平和の特別使節」として、
韓国・板門店めざして羽ばたく。

ベルタ・フォン・ズットナー像出発

創作キルト作家　内藤和美「ゲルニカに会いたくて」

八雲志人館「ゆう科学通信」第 27 号（2016 年 2 月 10 日）にて発表

企画：小松昭夫
制作：寺戸良信（遺作）
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2018年8月2日　山陰中央新報掲載
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出雲神話と医薬・看護
古代出雲は医薬・看護発祥の地

島根大学学長

小林祥泰

地域イノベーション創出2012 in しまね 2012年9月13日 出雲大社本殿天井の八雲の絵模写

八雲立つ出雲八重垣妻ごみに
八重垣作るその八重垣を

 須賀神社 和歌発祥の地

1

出雲神話
大国主命と因幡の白ウサギ

絵：青戸 彗（安来市）

ワニザメに皮をむかれて赤裸。兄
神達が海水で洗って風にさらした
ので更に悪化。大国主命は真水
で洗ってガマの穂の上で寝るよう
に指示し回復。

生薬名：ほおう蒲黄（花粉）

止血、利尿、通経に煎じて服用。
傷口や火傷に直接散布し
収斂性止血薬としても用いる。

「稻羽之素菟」（『古事記』）の
うち素菟（素兎）が正しい。 
本居宣長は『古事記伝』で裸
兎と記。野生のウサギの場
合、ガマの開花期に白い冬
毛になることはない。 

2
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蒲黄の解説 漢方生薬辞典

3

大国主命が大やけどで瀕死
 助けた女神が看護師の元祖

ヤカミヒメに振られた兄神の仕返しで焼け
た石を猪と言って捕まえさせたので大火傷。
母神の依頼でキサカヒメ（赤貝）とウムギヒ
メ（蛤）の治療で回復。（赤貝の貝殻の粉を
蛤の汁で練って皮膚に塗った）(古事記）

山陰地方では火傷などの特効薬とされ『八
上薬』といわれている。    

タウリンとキチン、カルシウムの作用か（現
在もキチンが創傷保護材として火傷治療
に用いられている） 

大火傷では、抗酸化作用のあるタウリンが
尿から大量排泄されて不足 

殻の炭酸カルシウムは抗炎症、冷却作用 

4
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古事記の八上薬が大同類聚方では神戸薬として 
赤貝と母乳の処方と誤って伝わっている 
因幡に伝わる矢上薬は古事記と同じ処方 

古事記 
大国主命が大火傷した際 
天神カミムスヒが派遣した 
キサガイ（赤貝）、ウムガイ（蛤）姫の 
貝粉、貝汁治療で生き返ったと記載 
（母乳とあるのは誤解） 

青木 繁：大穴牟遅神大同類聚方 5

天前社（あまさきのやしろ） 

御祭神は、蚶貝比売命（きさがいひめのみこと） 
と蛤貝比売命（うむがいひめのみこと）。 
大国主大神が手間山で八十神の迫害に遭われた時、 
神産巣日大神の仰せによって天降られ、 
大神の火傷の治療に尽されました。 
（すなわち、看護師のルーツとも言うべき神様です） 

出雲大社 看護師の神様の御利益を大学病院へ！
この御社の屋根を60年間大事に守ってきた檜皮を炭にして
調湿炭として拝領し、2011年6月に完成した島根大学病院新棟
の特別個室病室の天井裏に敷き詰めています。
壁には出雲和紙を使い癒し効果を高めています。

大国主命は医薬の神

6



24

支佐加比売命（キサガイヒメ）を祀った加賀神社
その子の佐陀大神を祀った佐陀神社

加賀神社

佐陀神社

佐陀神社の祭神はキサイガイヒメが加賀の潜戸で
生んだ佐陀の神 
 
天孫降臨の際、光で照らして案内した道祖神の猿田
彦（天狗、シルクロード系渡来人）と同一ともされる。 
後に天の岩戸で天照大神をストリップで誘い出した
アマノウズメと結婚したという説もある。 
 
出雲三大社（出雲大社、熊野大社、佐陀大社） 
神在月には佐陀神社にも神々が滞在 
佐太神社の神在祭は文献上もっとも古く、且つ祭の
次第も約500年前の記録とほぼ同じ内容。 
これはキサガイヒメは出雲で大変重視されている神
であることを意味している。 
（佐陀神能」がユネスコ無形文化遺産） 

7

少彦名神（大国主命のブレーン）

 小さなガガイモの実（やまかがみという出雲国
風土記にある薬草）の舟に乗って蛾の皮を剥
いだ服（羽の生えた）を着た小さな神様（鳥人）
がやってきて、大国主神と共に国作りを行った。

 大国主命に教えたのがくえびこ（案山子の神）
島根医大当時から学園祭はくえびこ祭

 少彦名神は渡来系の医薬、農業に通じた神で
温泉を開いた神でもある。別府温泉や道後温
泉も少彦名神が発見したとされる。

 鳥人：古代中国の名医「扁鵲」
（人頭鳥身の絵が画像石に残されている） 内藤記念くすり博物館

8
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出雲国風土記と薬草

 全国最多の６１種の薬草を記載
播磨国風土記では７種、常陸国風土記では２種のみ

延喜式の典薬寮に貢納された薬草でも５３種

この中で１０回以上記載されているのは烏喙（うかい）

これは烏頭（うず）、附子、天雄（三寸以上）と同じ。

平安初期まではトリカブトの和名は「於宇」

出雲の於宇（意宇）郡が弥生時代の中心地（医術）

古代では日本の医薬のナンバーワンは出雲

大和朝廷時代にも厚生省は出雲の臣が担当

間壁葭子：古代出雲の医薬と鳥人.学生社9

大同類聚方（最古の和方辞典）

 平安時代初期の大同3年（808）、中国医
学の流入で崩壊の危機に瀕していた日本
固有の医方を保護するために平城天皇の
命を受けた安倍朝臣真直と侍医の出雲連
広貞らによって編纂されたわが国最古の
勅撰医薬処方集である『大同類聚方(だいどうる

いじゅほう)』(100巻）には、出雲関連の神々、国
造家等の伝承薬が100方以上も記載され
他を圧倒している。

10
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四隅突出型墳丘墓

 四隅突出型墳丘墓は、方形墳丘墓の四隅がヒトデのよう
に飛び出した特異な形の大型墳丘墓で、その突出部に
葺石や小石を施すという墳墓形態である。弥生時代後期
の能登半島や美作・備後の北部地域や出雲（島根県東
部）・因幡（鳥取県西部）を中心にした山陰地方に見られ
る墳丘墓である。

西暦100-200年代

11

四隅突出型古墳から出土した

謎の注口土器

トリカブトの減毒等
に用いた可能性がある

小形多孔土器

漢方薬を煎じる
強い酒を造る等
医薬製造用？

12
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「意宇」はトリカブトの「於宇」

 「意宇」は実はあの有名な毒草トリカブトの古代
名「於宇」でもある。醍醐天皇勅命で918年に編
纂された「和名本草」に「烏頭、鳥喙、天雄、附子、
側子、巳上五種和名」とある。すなわちトリカブト
の部位などによる名称を総称して於宇としている。
トリカブトは漢方では極めて重要な薬草である。
この猛毒を減毒して薬にするのは当時の先進技
術であり、中国伝来のこの技術を持ったハイテク
医薬人集団がいたことから意宇郡と名付けられ
たと推測される。 

13

松江の熊野大社の前を流れる意宇川

古代出雲ではこの一帯が
医薬の先進地域
於宇（トリカブト）を治療に
活用する技術集団がいた
ので地名になったと推測される

14
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華岡青洲通仙散処方

白芷 草烏頭

当帰

川芎
南星炒

蔓陀羅華

通仙散に熱湯を加えさらに煮立て服用。 
ヒヨスチアミン、アトロピンは加熱されると 
スコポラミンに変化し効果を発揮。 
中枢抑制作用はスコポラミンが最強 
痛仙散麻酔の症状（外科起廃） 
「頻脈、動悸、口渇、発赤、瞳孔散大、 
発熱、譫言、盲動の後意識がなくなる」 

15

島根大学医学図書館に華岡青洲資料 
大森文庫（700点以上で多分日本一） 

梶谷光弘先生が現代文に訳し解説
一部を出版 16
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平安時代：雲太和二京三 

古代出雲大社と島根半島地形変化

古代出雲王国が造ったものは
灯台も兼ねたシンボルタワーであろう
大和朝廷が新規に造ったのではなく
これを復元した可能性が強い（山崎 謙）

17

地域イノベーション創出に向けて 
産学官連携で切り開く地域の未来 

産学官連携 「出雲文化研究コンソーシアム」設立 

 古代薬草の産地を復活 

 古代出雲文化が栄える基礎となった海流、地質
地形、汽水湖、気候などの好条件 
島根半島を陸続きにした国引き神話も含めて島
根ジオパーク構想へ 

 島根大学出雲文化学際研究ネットワーク開設 

 学部の壁を超えた医理工農連携研究 
学際副専攻で卒業研究 

 

 
18



30



31

1918 年 6 月 1 日。徳島県鳴門市にある板東俘虜（ふりょ）収容所でドイツ兵捕虜によって、ベートーヴェン「第九」交響曲がアジ
アで初めて全曲演奏されました。
初演の背景には、収容所所長である松江豊寿をはじめとする、職員の捕虜に対する人道的な処遇や、捕虜と地元民との国境を越えた
心温まる交流など、まさに「第九」が持つ人類愛の精神を体現した史実がありました。
その精神は現在でも市民を中心に受け継がれ、毎年 6 月第一日曜日に開催している「第九」演奏会をはじめ、ドイツ・リューネブル
ク市との姉妹都市交流、友好のコスモス交流など、多くの活動が行われています。

「第九」アジア初演。またその背景にある戦争の最中、国境を越え育まれた友好の絆。そして今なお鳴門市民に引き継がれている「第九」
やドイツ兵捕虜が残してくれた財産。
これらが、「なると第九」の原点であり、他の「第九」にはない鳴門市固有の財産であるとともに、こうした背景を持つ「なると第九」
は、鳴門市から世界に発信すべき誇りでもあります。

全国の「第九」を愛する皆さん！
私たちは長い間、それぞれの市や町でその歴史や文化に根ざし、「第九」を歌ってきました。今や、全国での「第九」の演奏は毎年
200 回を超え、世界に誇るわが国最大の文化イベントになっています。
我が国における「第九」のルーツは、1918 年（大正 7 年）徳島県の鳴門市におけるドイツ人捕虜による演奏にあります。
現在、鳴門市の誇る財産となっている「第九」は、市民の英知と熱意で復活され、その後全国の「第九」合唱団との交流によりさら
に発展し、1989 年（平成元年）には『全日本「第九を歌う会」連合会』が組織され、その活動は日毎に高まりをみせております。
私たちが心から愛する「第九」には、高い音楽性の中に平和、友情、人類愛が歌われ、苦難に満ちた現代国際社会の中にあって、夢
と希望を持って今を生きようとする人々に贈られたＦ．シラーからの励ましであり、人間賛歌であります。
２１世紀という新しい時代を迎え、私たち連合会は、この限りなく素晴らしいベートーヴェンの「第九」を歌う輪がさらに大きく拡
がることを願っています。
全国の「第九」を愛する皆さんのご参加を心からお待ちしています。そして、共に人類愛と国際平和の実現を力強くアピールしてい
きましょう。
            　　2001 年 6 月 3 日

1914 年（大正 3）年に起きた第一次世界大戦。我が国は日英同盟の関係からドイツに宣戦布告をし、
ドイツ兵約 5,000 人が守る中国・青島を陥落させました。
　約 4,700 人のドイツ兵捕虜が日本に送られ、当初東京から熊本までの 12 ヶ所に収容されました。そ
の後、収容所は 6 ヶ所に統合されることとなり、四国の松山（愛媛県）、丸亀（香川県）、徳島（徳島県）
の 3 つの収容所は、新設された板東俘虜収容所（現徳島県鳴門市）にまとめられました。
1917（大正 6）年、突然現れた新しい施設と、約 1,000 人の敵国ドイツ兵捕虜に地元民は驚かされました。
　しかし、もともと四国 88 ヶ所霊場の一番札所がある土地柄、「お接待」を重んずる風習があり、「ド
イツさん」と親しく接するようになりました。
これにドイツ兵捕虜も応え、当時としては進んでいた、畜産や製パンなどの産業指導、スポーツ指導や
芸術指導などを行ったほか、ドイツ兵捕虜が設計し、地元の大工とともに牧舎を建設したり、地元民の
生活を便利にするため、橋を建設するなど戦時中とは思えないような交流が鳴門市では行われました。

そして 1918 年 6 月 1 日。板東俘虜収容所内にて、ヘルマン・ハンゼン指揮の徳島オーケス
トラと合唱団がベートーヴェン「第九」交響曲をアジアで初めて全曲演奏しました。
　残念ながら、収容所内で演奏されたため地元民はその演奏を聴くことができなかったよう
ですが、当時「音楽の殿様」と呼ばれ、戦前の西洋音楽のパトロンとして大きな役割を果た
した徳川頼貞は後に彼らの演奏を聴き、大きな感銘を受けたと言われています。
戦時中にもかかわらず、“alle Menschen werden Brüder ＝すべての人々は兄弟になる ” とい
う世界平和や人類愛という普遍的なテーマを持つ「第九」が演奏されたこと。そしてドイツ
兵捕虜と収容所職員・地元民が国境や人種を超えてこれを体現したことは、まさに異例でした。

なると第九とは・・・

「第九」への熱い願を込めた宣言文

第一次世界大戦から始まった鳴門市とドイツとの交流

1918 年 6 月 1 日。「第九」アジア初演の日。

板東俘虜収容所全景

板東俘虜収容所入口

アジア初演となった
「第九」演奏会のパンフレット

鳴門市公式ウェブサイト なると第九　　https://www.city.naruto.tokushima.jp/contents/daiku/about.html
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日中友好条約締結 40周年紀念　新書出版発表会

一隅を守り千里を照らす

経営理念手帳
小松昭夫の経営の道

中国北京市／東方出版社

10 月 27 日に北京で開催された出版発表会・日中友好条約締結 40周年紀念会で、
日中友好な企業の経営者のほかメディア 9社など、30数名にご参加頂きました。
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